
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで一緒にやつしろづくり!! 

 

 

  

 

 

 

八 代 市 

第２次 
八代市協働のまちづくり推進計画 

概要版
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協働のまちづくりとは、市民等（※）、事業者及び市の各主体が目的を共有し、連携・協力しながら

自分たちの暮らしやすいまちをつくるために取り組むことによって、様々な地域課題の解決や公共サー

ビスの提供を可能とし、「安らぎと活力のある地域社会の実現」を目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の情報に関心を持つ    市のアンケートに答える     自主防災訓練に参加する 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流イベントの開催       地域防災活動          地域課題の解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

パブリックコメント        ワークショップ         説明会の開催 

  

 
 

市民の役割 

 

  

まちづくりの主体であることを認識し、自らできることを考え、積極

的にまちづくりに参加し、協力するように努める等。 

例 

住民相互の交流と支え合いを通じて、良好な地域社会をつくりあげる

活動に主体的に取り組む等。 

市民等が市政について自ら考え、参加することができるよう、市民等

が必要とする情報を積極的に分かりやすく提供する等。 

協働のまちづくりとは？ 

各 主 体 の 役 割 

地域協議会の役割 

市の役割 

例 

例 

 

※市民等とは、市内に居住する人、市外から市内に通勤・通学する人、市内で地域

活動及び市民活動等様々な活動を行っている個人や団体（自治会、地域協議会、

NPO、ボランティア団体など）をいいます。 
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敬老会 

（代陽校区住民自治推進協議会） 

高田夏祭り 

（高田まちづくり協議会） 

夏休みサマークラブ 

（千丁校区まちづくり協議会） 

どんどや 

（日奈久住民自治会） 

清掃活動 

（龍峯校区まちづくり協議会） 

交通安全教室 

（植柳校区住民自治協議会） 

住民参加型防災訓練 

（松高自治協議会） 

風土フェスタ 

（二見住民自治協議会） 

炭づくり 

（東町地域まちづくり協議会） 

若者政策の意見交換会 

（明日の希望を創るまちづくり 

太田郷協議会） 

ここでは地域協議会による主な取り組みの一部を紹介します。 
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計 画 の 目 的 ・ 目 標 

計 画 期 間 

計画の柱【４ 本 の 柱】 

 

 

     「安らぎと活力のある地域社会の実現」 

 

 

●市民等が地域や市政に関心をもち市民活動・行政活動に積極的に参画する 

 ●多様な主体同士が連携・協力し、地域課題の解決に向けて取り組む 

 

 

 

本計画期間は、２０２５（令和７）年度から２０２９（令和１１）年度までの５年間とします。 

 

 

目標に向けて課題を解決するために、本計画では協働のまちづくりの基盤となる重要な取り組みを「４

本の柱」として設定し、この柱を重点的に推進していきます。また、市の取り組みはもとより、市民や地

域協議会などそれぞれの主体の役割を定め、これらの柱の項目を達成できるように取り組みを進めます。 

 

目 標 課 題 
計画の柱 

（重要な取り組み事項） 

市民等が地域や 

市政に関心をも 

ち市民活動・行 

政活動に積極的 

に参画する 

情報の共有化 

柱１ 情報の発信 

地域活動や協働のまちづくりの情報、市政の情報を発信す

ることに重点を置き、市民等の参画を推進します。 

人材の育成 

柱 2 人材の発掘・育成 

地域活動に参加する意識の醸成を図るとともに、市民等の

様々な主体から、まちづくりの担い手の発掘やリーダーの

育成を図ります。 

多様な主体同士 

が連携・協力し 

地域課題の解決 

に向けて取り組 

む 

組織運営の強化 

柱 3 地域自治の活性化 

地域協議会を中心として、地域課題の解決に向けた様々な

活動に取り組むため、地域自治の活性化を図ります。 

まちづくりの 

拠点活用 

柱 4 拠点施設の活用・整備 

まちづくり活動または地域活動の拠点施設として、コミュ

ニティセンターの積極的な活用及び整備を図ります。 

 

目 的 

目 標 
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推進項目 内 容 

地域情報の発信 
協議会だより・コミュニティセンターだより等を通じ、地域に関する様々な

情報の提供を行います。 

情報交換会の開催 
地域課題の解決に向けて独自の取り組みを行う地域協議会や市民活動団体、

市などがその活動内容を周知・発表する場として、情報交換会を開催します。 

活動情報の発信 
地域協議会や市民活動団体、事業者などの活動情報を独自のホームページや

ラジオ、ケーブルテレビ、ＳＮＳ、情報誌などにより、幅広く発信します。 

市政の進捗状況等の 

公表 

市政に関する各種計画の進捗状況等について、広報紙やホームページ等によ

り公表します。 

情報公開と透明性の 

確保 

地域のまちづくりに関する情報を積極的に公開し、その取り組み内容の透明

性を高めるとともに、共有することで、さらなる協働意識の醸成を図ります。 

市職員への地域情報 

提供 

地域協議会や市民活動団体のイベント情報などを市職員へ情報提供し、積極

的な地域活動等への参加を促します。 

多様な参画機会の 

提供 

市の施策や事業を実施するにあたり、住民説明会や意見交換会、ワークショ

ップ、アンケート、パブリックコメントなど多様な参画の機会を提供するこ

とで市民等の市政への参画と理解の促進を図るとともに、意見を反映するよ

う努めます。 

 

 

推進項目 内 容 

人材の発掘 
地域のイベント等を通じて、専門的な経験や能力を持った人材を発掘し、そ

れらを地域活動等に活かせる仕組みをつくります。 

次世代のまちづくり 

担い手育成 

世代間交流や職場体験、ワークショップなどを通して、まちづくりが地域の

人々と関係機関の協力によって行われていることを理解してもらい、協働の

まちづくりに参画する意識づくりを行うことで、次世代の担い手育成を図り

ます。 

まちづくりリーダー 

の養成 

地域のリーダーや活動の担い手となる人材を対象に、それぞれの活動の継続

性や自律性を高め、事業の活性化を図るための研修機会の充実を図ります。 

人材育成に関する講 

座等の開催 

人材の発掘・育成を図るため、多様な主体同士が連携し、各種講座やセミナ

ーなどを開催します。 

市民フォーラム等の 

開催 

市民参加と協働を推進するため、定期的に協働のまちづくりに関する市民フ

ォーラムや講演会を開催します。 

市職員研修の充実 
「地域住民と協働」ができる市職員の育成のために、協働に関する研修の充

実を図ります。 

柱１ 情報の発信  

柱２ 人材の発掘・育成  

柱 ご と の 取 り 組 み 
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推進項目 内 容 

自治会への加入啓発 
協働の重要な担い手である自治会の構成員の増加を図るため、自治会への加

入について啓発します。 

人的ネットワークの 

構築 

地域協議会の構成団体や部会などの様々な活動を通して人的ネットワーク

の構築を推進します。 

住民が参加しやすい 

環境の整備 

多くの地域住民がまちづくりに携われるように意見を吸い上げる仕組みの

構築に努めます。 

参加意識の向上 
地域の特性をイメージするデザインを広く募集するなどまちづくりを身近

に感じられるようなきっかけを作り、まちづくりへの参加意識を高めます。 

既存団体との連携 
事業者や市民活動団体など地域に存在する団体に参画してもらい、協力して

事業を実施できるよう努めます。 

地域と教育機関の 

連携 

地域協議会と学校などの教育機関とが連携して地域の課題解決に向けた取

り組みを実施し、地域の活性化につなげます。 

交付金・補助金制度 

の活用促進 

一括交付金制度の見直しを図ります。また、地域の主体的なまちづくり活動

を支援するため市補助金制度の活用を推進します。 

各種補助金制度の 

活用 

地域コミュニティは自主的・主体的な活動を行う財源として、国県補助事業

をはじめ事業者等の各種補助金制度を積極的に活用します。 

提案型協働事業の 

活用 

地域協議会や市民活動団体が事業者等に対し、まちづくりに関する事業を提

案し、その資金等を提供していただくなど、提案型協働事業の活用を図りま

す。 

自主財源の確保 
地域の特性や資源を生かして、自主財源を確保する仕組みを構築し、組織運

営の基盤強化につなげます。 

地域アドバイザー 

（※）による支援 

市職員を地域アドバイザーとしてコミュニティセンター等に配置し、地域と

市との連絡調整や地域のまちづくりの側面的支援を行います。 

支所等との連携に 

よる地域振興 

地域の特性や資源などを活用したイベントの開催や地域の実情に即した課

題を解決するため、支所やコミュニティセンターが中心となり、市と地域協

議会が連携して地域振興に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地域アドバイザーとは、市民活動政策課職員、及び支所の地域振興課職員の

ことをいいます。 

柱３ 地域自治の活性化 
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計 画 の 推 進 体 制 

 

 

推進項目 内 容 

コミュニティセンター 

の利活用促進 

コミュニティセンターの管理等については、市と地域協議会が協働の観点か

ら、それぞれの役割を担うことにより、地域の活動拠点として積極的な利活

用を促進します。 

各種事業の開催 
コミュニティセンターを利用し、地域の課題解決、学習ニーズに対応した事

業を開催します。 

コミュニティセンター 

の整備 

地域の活動拠点であるコミュニティセンターについては、老朽化への対応や

利用者の安全性確保のため、計画的に改修や修繕を行うとともに、地域協議

会との協働により利用者層の拡大を図るための環境整備を行います。 

コミュニティセンター 

に関する情報の充実 

ホームページ上にコミュニティセンターを含む市の施設の専用サイトを設

けるなど、施設利用に関する情報を集約し、わかりやすく提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱４ 活動拠点の活用・整備 

本計画を着実に実行していくため、学識経験者や各種団体長

などの市民で構成する「協働のまちづくり推進委員会」により

検証を行い、効果的・効率的な施策の展開に努めていきます。 

 また、ＰＤＣＡサイクルを活用したマネジメントを行ってい

きます。 

 

 

地域協議会事務局 コミュニティセンターの活用（イメージ） 

   

 
各種講座・勉強会 

世代間交流 生涯学習 地域の祭り 

子ども未来塾 

（鏡まちづくり協議会） 

納涼夏祭り 

（八千把校区まちづくり協議会） 

男の料理教室 

（まちづくり協議会みやじ） 

ニュースポーツ大会 

（麦島住民自治協議会） 
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第２次八代市協働のまちづくり推進計画パンフレット 

         

八代市市民環境部市民活動政策課 

〒866-0801 

八代市松江城町 1番 25号 

   電話：0965-33-4482 

   Email:shiminkatsu@city.yatsushiro.lg.jp 

      ホームページ：https://www.city.yatsushiro.lg.jp 

令和７年３月発行 

《表紙の写真》 

左 上：「郡築汐風かかし大会」（郡築汐風まちづくり協議会） 

左 下：「しめ縄づくり」（昭和まちづくり協議会） 

中央上：「年末餅つき体験」（金剛まちづくり協議会） 

中 央：「日本遺産中学生ボランティアガイド」（東陽まちづくり協議会） 

中央下：「五家荘でヨガ体験」（泉まちづくり協議会） 

右 上：「八代校区を歩こう大会」（八代校区住民自治協議会） 

右 下：「わがまち復興講座」（坂本住民自治協議会） 


